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1．季節と色 
 
尾崎放哉の「咳をしても一人」という句があるが、この句に色はあるか。咳だから
冬色という意見もあるだろうが、実は放哉はあまり季節に関わらなかった。つまり咳
を冬の季語として使っていないので、この句の咳は夏の咳かもしれない。放哉の句の
ような五七五、季語などにこだわらない句を自由律と呼ぶが、以下で考える俳句は、
五七五で季語を重視する俳句である。 
俳句には季語というものがある。中国では季節に色が付けられており、それがその
まま日本に伝わってきたので季節にも色がある。言うまでもないが、四季という季節
はもともと日本にあったものではなく、奈良時代かもう少し前、おそらく七世紀頃に
中国大陸からやってきた文化である。外来の文化であったため、最初は貴族たちがこ
れを楽しみ、そしてやがて平城京から平安京に都が移った頃に、京都の貴族たちが春
夏秋冬の四季の文化を育てた。例えば源氏物語の中では光源氏が自分の愛人たちを「春
の館」「夏の館」「秋の館」「冬の館」に住まわせ、それぞれの季節にあった恋人を配置
するという、まさに季節の文化の贅沢を楽しんだ。 
古今和歌集というのは四季の文化、四季によって歌を分類した最初の歌集で、万葉
集の中にも少し春夏秋冬に分類したものもあるが、本格的には古今和歌集の編集され
た十世紀に四季の文化が京都の宮廷で花開き、それがやがて日本全体に影響を与え、
現代の我々もその影響で春夏秋冬の区切りで暮らしている。 
 もともと中国では、それぞれの季節に色が付いていた。春は「青」、青春という言葉
があるが、それはまさに青を享受した言い方である。夏は「朱－赤」、夏の事を朱夏と
いう事もある。秋は「白」である。例えば秋風の事を白いと言う。季語で「風白し」
とあれば、それは秋のことである。詩人で歌人だった北原白秋も「白」と「秋」がく
っついていて、いわば秋のシンボルみたいな名前である。冬は「玄－黒」である。こ
れらの色は今の私たちの季節感にもあっているように思う。やはり夏は暑くて太陽が
ギラギラして赤い。秋は何となく白い感じがするのではないだろうか。これらの季節
感を表す色は中国からそのまま伝わってきて私たちも使っているが、色についてはさ
ほど厳密ではない。春はピンクという人がいても良いとされるのが日本の人たちのセ
ンスのように思われる。 
－ 155 －
 季節にはそれぞれ色がある。そうすると俳句には季語という季節の言葉があること
から、これは当然ながら季節の色をどこか帯びていると考えられる。季語は今、随分
たくさんあり、その季節のそれぞれの言葉、例えば春だったら「青」をどこかに感じ
させるところがきっとある。「草萌ゆ」という春の季語、現代の言葉でいうと「草萌え
る」、草が芽を出すということ。そうすると先ほどの青い色が下からせりあがって来る、
にじみ出てくるのが分かる。同じような季語で、「下萌え」というものがある。土手や
道端でまだ冬のままの枯れた草があって、その下に新しい草が芽吹こうとしている。
あまり一般には広がっていないが、それを「下萌え」という。また、春らしくなると
いう意味の「春めく」や「つくし」、「雛飾る」「菱餅」「白酒」「桃の花」「はまぐり」
など、ひな祭りに関するものも春の季語である。これらを並べてみると、春を感じさ
せる青がどこかにある。そういうところが、季語はそれぞれの季節の色を持っている
ということを示しているのだと思われる。 
 
2．俳句の歴史 
 
2.1 戦国時代 
俳句というのはこのような季語を使って日本語で五七五で表現するということで、
とても簡単なので、今から 500 年ほど前からだんだんと流行しはじめた。戦国時代、
つまり織田信長や豊臣秀吉らが活躍している頃に流行の兆しが見えてきたが、信長や
秀吉がやっていたのは俳句ではなく連歌と呼ばれるものだった。連歌というのは、今
は廃れた形式なので我々には馴染みがないが、戦国時代に最も盛んだった文芸で、五
七五と七七をだいたい 100 回続けていくというのが基本であった。100 回続けるという
ことはとても時間がかかったが、戦国時代の武将たちはこの連歌というものを盛んに
やり、そして作ったものを神社に奉納した。昔から言霊、つまり言葉には力があると
考えられており、特に詩歌の言葉が最も力が強いと考えられていたので、武将たちは
戦争をするにあたってこのような連歌を作り、戦勝祈願のために神社に奉納した。 
 古今和歌集以降、八代集とか二十一代集と呼ばれる勅撰和歌集が作られた。新古今
和歌集、後撰和歌集など。それは天皇が和歌を管理していると国が治まる、つまり言
葉の力を天皇が治めているという思想の現れであった。だから天皇は今でも和歌を作
っていて、正月に行われる歌会始の儀で天皇や皇后の歌が披露されるのは昔からの伝
統であり、言葉の力を治めているということなのである。 
 連歌というものは和歌とほとんど差別はないが、連歌は五七五七七の和歌を二人で
作る、つまり五七五と七七に分けて別の人が作り、それを連ねていくというものだ。
連歌の中身は和歌とほとんど同じ、使う言葉も雅な言葉「雅語」に限られていた。「雅
語」とは古今和歌集や源氏物語にでてくるような言葉、つまり平安時代の言葉のこと
である。 
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 信長や秀吉もはじめは和歌を作っていたが、あまり教養のなかった秀吉は次第にも
っと砕けたものを作りたくなった。秀吉が作った連歌に「奥山の紅葉ふみわけ鳴く螢」
というものがある。『小倉百人一首』5番目の歌、「奥山に紅葉ふみわけ鳴く鹿の声きく
ときぞ秋はかなしき」（『古今和歌集』 猿丸大夫）を踏まえた句だが、紅葉ふみわけ
鳴く鹿を、秀吉は「鳴く螢」と転じた。すると次の人は螢が鳴くという理由を説明し、
皆を納得させなければいけないのだが、当時秀吉の側にいた歌人や連歌の先生も、「螢
は鳴かないから間違っている」とは言えず、螢が鳴いた理由を懸命に考えたと言われ
ている。このように、雅なものを壊すという気分が戦国武将たちの間にあった。それ
は動乱の時代であるから分からなくはない。信長も帯を縄にして、わざと乱れた服装
をするなど、常識を逸れ、わざと秩序を壊すということが戦国乱世の時代にあり、そ
ういうものが言葉の世界にも入ってきて秀吉は螢を鳴かしたのであろう。すると、こ
っちの方が面白いという風潮に次第になってくる。 
 連歌の席、あるいは和歌の会が終わると、酒の出る二次会があり、そこではもっと
砕けた連歌を作るようになり、それを、おかしい、滑稽、ユーモアの意味である「俳
諧」の連歌と呼ぶようになった。例えば、「霞の衣すそは濡れけり」という七七がある。
「霞の衣のすそが濡れている」という句だが、実は霞の衣を着ている人は佐保姫とい
う日本の春の女神と決まっている。佐保というのは奈良の地名で、奈良時代の頃に作
られたお姫様であるということがわかる。霞は春になったら立つもの、春の象徴であ
り、和歌に使われる雅な言葉である。この時代の人たちは、この句を、佐保姫という
春の女神が霞の衣を着ていて、そのすそが濡れているというように読む。そしてこれ
に、「佐保姫の春立ちながらしとをして」と続く。「佐保姫が春になって立ったままで
しと（おしっこ）をしているので、まとっている霞の衣のすそがぬれている、おしっ
こがかかっている」という意味である。「佐保姫」もまた雅語であるのに対して「しと」
が俗語、すなわち俳諧の言葉である。おしっこという言葉は優雅な言葉、雅な言葉で
はなかった。優雅なものを優雅でなくする快感、落とす楽しさというものがこの俳諧
の連歌にあるわけである。これは『筑波集』という俳諧の最もはじめの頃にできた本
の中に出ている有名な付け合いである。お姫様が立ったままおしっこをするというの
は、現代人からすると奇妙に思えるかもしれないが、つい 100 年ぐらい前の日本では
公衆便所として道端に桶などがあり、そこで女性が後ろ向きになり着物の裾を巻き上
げて立ち小便をするのは普通のことだった。つまり、この「佐保姫の春立ちながらし
とをして」というのはとてもわかりやすいのであった。この上品でない俳諧の連歌が
江戸時代になると大流行した。 
 
2.2 江戸時代 
今よりももっと俳句が盛んだった江戸時代、毎月町の酒屋や米屋が俳句を集めて、
それを先生に提出、点数をつけて賞品を出す「点取り俳諧」が各地で行われていた。
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次第にその景品が牛 1頭や米 10 俵などとエスカレートし、賭博性が高すぎるという理
由で幕府が禁止した。一種の宝くじのようなものであった。 
 作り方は簡単で、例えば「春めくや」といったようなお題が出され、それに続く七
五を作るのであるが、「春めくやマスクの下の花粉症」「春めくや衣一枚脱いでいく」
といったように、誰でもすぐに思いつき、また字が書けない人でも誰かが書いてくれ
るので参加しやすく、その上うまくいくと米 10 俵などがもらえたりすることから、こ
の点取り俳諧は大変流行した。この大流行した俳句は「雑俳」と呼ばれた。川柳もそ
の中から派生した。「春めくや」の例のように予めはじめの言葉や五七五の頭の文字を
決めて競う冠句は、今も各地で行われている。 
 一方、文学や文芸の俳句を志した松尾芭蕉のように、この雑俳とは違うものを目指
す人が時々現れるのだが、どちらかと言えば、この「雑俳をやらない人」が文学史や
俳句史の中に名を残している。松尾芭蕉や与謝蕪村はあまり雑俳をやらなかった人で、
小林一茶は雑俳の先生として暮らしを立てていたが、やはり芭蕉や蕪村を目指してい
たので、一茶も雑俳だけではなかった。江戸時代の俳人たちがお金を得る方法として
雑俳は一番良かったと言えるだろう。 
 
2.3 現代の雑俳 
 雑俳というのは現代でもいろんなところに残っていて、この近辺で雑俳が盛んだっ
た淡路島では、一昔前までは商品に洗濯機やテレビがつくので、参加者はリヤカーを
引いて朝から集まっていたと言われている。一種の賭け事のような楽しみなのである。
今でも、「プレバト!!」というテレビ番組があるが、あれも雑俳である。写真を見て五
七五を付け先生が判断するのだが、文学ではないのでめちゃくちゃに言われても腹は
立たない。自分の言いたい事を表現するのが自分の俳句だと思っていた人は、あのよ
うな番組には出てこないと思われる。つまりこれは伝統的に雑俳で、テレビが上手く
現代に雑俳を蘇らせたと言えるだろう。また、新聞の俳壇も基本的には雑俳である。
雑俳とは、私たち日本語を使う人たちが、普段の生活の中で言葉を楽しむもの、「生活
文化としての俳句」という言い方を私は最近はしており、いわゆる文芸や文学とは少
し違って、もっと生活を楽しむものなのである。同義のものとして、お茶、お花、絵
手紙、パッチワーク、刺繍、切り絵、料理、水彩画、書道などがある。これらは芸術
という事を目指すのではなくて、生活を楽しむことが本来の目的である。しかしなが
ら、それは芸術とあまり境目がなく、大変いい作品になると芸術に近づいていくとい
うことにもなる。そういうものを「生活文化」と呼べば良いのではないかと考える。 
このような生活文化は誰もが何か一つぐらいはやっていて、我々の暮らしにおいて
とても重要なもの、生活を豊かにするものであると考える。そしてこのようなものを
ある種基礎にして芸術や文学が生まれてくることがある。俳句のようなものは生活文
化としての俳句が江戸時代から日本中に広まり、ずっと続いている。そして時々、先
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ほど述べた芭蕉や蕪村、正岡子規のように、そこから抜け出していく人もいる。一方、
高浜虚子は俳句で暮らす為に生活文化の域からあまり抜け出さず、むしろ生活文化と
しての俳句を自分の領域に収めて活動し、多くの仲間と共に『ホトトギス』という大
集団を作り暮らしを立てていった。つまり、生活文化としての俳句を組織したのが高
浜虚子という現代の俳人だったのではないかと思われる。このようなことから、生活
文化としての俳句は、俳句という文芸にとってはとても大事な要素であると言える。
また短歌もほとんど同じである。 
 しかし、例えば小説になると、生活文化としての小説というものはあまりない。小
説を書く人はだいたい小説家になることを目指す。また、いわゆる自由詩や現代詩も
あまり生活文化にならないので読者もほとんどいなくなり、作る人もごく少なくなっ
ている。このような生活文化と関わりなく活動する文化もないわけではないが、本当
はあまり上手くいかないだろうと私は思う。 
  
3．生活文化としての俳句の実践 
 
生活文化としての俳句を体験していただくというのが今日の狙いである。今回は上
の句を「ひな祭」「ひな飾る」のどちらかを選んで一斉に書いていただきたいと思う。
上の句を決めて書いたら、その言葉が導き出す風景、頭に思い浮かぶものを七五で表
現する。俳句の会というのは、作ったものを選び合うのが特色なのだが、その際作者
の名前を伏せて読む。それが、みんながやれる大事な要素である。また、テレビ番組
で「天才」や「才能なし」と格付けされているように、俳句の楽しみは競い合うこと
にもある。（二人が前に出てそれぞれ一句を 2回ずつ読み上げ、どちらが良いかみんな
で決めた。） 
  
 本日のベスト 5 
 「ひな祭あと何度ある今日は晴れ」 
 「リビングのピアノの上にひな飾る」 
 「ひな飾る子どものいない子ども部屋」 
 「ひな祭一人で食べるちらし寿司」 
 「ひな飾り今年もついに押入れに」 
 
 切ない俳句が多く残ったが、それが今日の特色であり、今日は切ない世代の集まり
だったように思う。ひな祭りが切ないものだと言う事をこれまで思ったことがなかっ
たが、寂しいけどどこか笑いを誘うものもあり、特別優れているとは思わないが、も
ちろん悪い俳句でもない。このように五七五という表現は、暮らしの中で結構楽しめ
る文芸だという側面があるわけである。 
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4．おわりに 
  
 正岡子規という、近代の俳句の道を開いた人がいた。それまでは先ほど述べたよう
に、芭蕉や蕪村のように五七五七七を続ける形式だったが、正岡子規の時代から五七
五だけで文芸であると考えられ、五七五だけを作るようになった。連歌・連句という
のはずいぶん時間がかかるので時代に合わず廃れていったと思われる。五七五という
のはすぐに作れることが時代にあっている、名前を伏せて鑑賞することであまり傷つ
かずにすむということ、また、生活文化の特色である玄人と素人の境目があまりはっ
きりしないこと、そのような様々な要素があって、五七五の短い文芸が生き続けてい
るのだと思う。 
 今や俳句は世界中に広がっていて、外国でも俳句をする人たちが増えている。もし
かすると日本で作っている人よりも外国の方が人口的に多いかもしれない。若い人に
は若い人の五七五、老人には老人の五七五があると思うので、大いに楽しんでいただ
きたい。 
 いい俳句、私たちが知っている俳句は大体が色を感じさせる。芭蕉の句で色が出て
いるものに次のような句がある。「海暮れて鴨の声ほのかに白し」「葱白く洗ひあげた
る寒さかな」「水仙や白き障子のとも移り」「清滝や波に散り込む青松葉」 
 私の句でいうと、「桜散るあなたも河馬になりなさい」では桜色と河馬の黒や茶色が
すぐに目に浮かぶ。「水中の河馬が燃えます牡丹雪」でも水の中の河馬の色とふわふわ
と舞う牡丹雪の白、「たんぽぽのぽぽのあたりが火事ですよ」では火事の色やたんぽぽ
の色など、なんとなく色を感じさせる。それはこれまでに述べたように季語が基本的
に色を持っているからということ、また五七五の短い言葉だから、色を使うことによ
ってお互いに共通するものを持てるということがあるのかもしれない。そのような事
を考えると、これから俳句を作るときには色を意識して作るのが良いのかもしれない
と私は思う。 
 
＜質疑応答＞ 
  
 最近では外国でも俳句が盛んだという事だが、それは特にどこの国で、また英語で
はどのような俳句になるのか。  
   
 英語圏に限らず、いろんな国で俳句が作られている。アメリカの小学校ではイメー
ジを作る訓練として俳句というものをやっていて、日本の小学生よりも熱心にやって
いるかもしれない。他の国でも、俳句の好きな人たちが集まってイギリス俳句協会や
アメリカ俳句協会などを作り、盛んに活動している。季語があるのが日本語の俳句の
特色だが、四季のない国もあり、あまり季語に関わらないで短い詩として作っている
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国が多い。3行で作るのを基本としている国や様々である。日本語の俳句が元になって
広がり、それが色々な国に受け止められて、その国の言葉で作られているのが現状な
のだろうと思う。 
 
  
 最近高齢者の間で俳句が広がっているように思うが。 
  
 俳句は昔から高齢者の文芸である。なぜかというと、言いたい事を言う人たちは五
七五では短すぎて向かないから。言いたいことがたくさんある、例えば大学生ぐらい
の年齢の人は短歌を作る。五七五七七の七七があると恋の歌が詠めるからだ。中年に
なって自己主張をしなくても良いと思うようになってくると俳句を作るのである。と
ころで、シニアの俳句会に関わっていると、年を取るとともにだんだん言葉が古くな
る傾向があるように感じる。それが一番警戒すべきことだと私は思う。俳句というの
は普通の言葉で作るものなので、言葉が古くならないように、年を取るにつれて特に
気を付けたい。言葉が錆びると考え方や感じ方も錆びるように思う。例えば今日詠ま
れた俳句に出てきた「リビングのピアノ」のような現代的な言葉を使うことは大事で
ある。カタカナの言葉、例えばコンピューターの言葉のようなものはわからなくなっ
てくるということもあり、だんだん使わなくなる傾向がある。今の流行りの言葉や若
い人の歌に出てくる言葉、電車の中吊り広告に使われている言葉など、最新の言葉で
五七五を作ると気分も最新になることがある。そのように作るのが年を取るほど良い
のではないかと考える。 
 
 
 川柳と俳句の違いはなにか。またどのような心構え、考え方で作るのが良いか。 
 
 川柳と俳句はどう違うのかとよく聞かれるが、それらはもともと同じものなのであ
まり気にしなくて良いと思う。自分の思いや考えが強く出ると川柳に近づき、あまり
自分の気持ちを言わないで、気持ちをすべてイメージやリズムに転換すると素敵な俳
句になる。本当に素晴らしい俳句は何を言っているのかわからない俳句であると私は
思う。私の俳句で「春の風るんるんけんけんあんぽんたん」という小学生に人気の俳
句がある。また「たんぽぽのぽぽのあたりが火事ですよ」は高等学校の国語の教科書
のいくつかにとりあげられていて、高校生の間でよく読まれている。何を言っている
かわからないが、なんとなく面白いなあと思うところがあるから覚えられているとい
うのが五七五の力なのではないか。私は日本語の中のカタコトの要素を際立たせた時
に本当の俳句の力が発揮できると考えるのだが、それが成功するかどうかは作者にも
わからない。そこが俳句の難しいところだと思う。とにかく、川柳や俳句といったこ
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とをあまり気にしないで五七五を楽しむのが良いのではないか。 
 
（2019年3月2日、生活美学研究所本年度嘱託研究員特別公開講座における講演に基づく） 
コーディネーター 武庫川女子大学生活環境学部教授 森 田 雅 子 
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